
 

 

 

 

 

 

 

 ＤｅｆｏｃｕｓとＲｅｖｅｒｓｅＤｅｆｏｃｕｓソフトウエア 
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１．概要 

 ｄｅｆｏｃｕｓ補正などを行う場合、ｄｅｆｏｃｕｓを含んだテストデータが必要になる事があります。 

このような場合、ＣＴＲソフトウエアでは、Ｒｅｖｅｒｓｅｄｅｆｏｃｕｓソフトウエアを提供していま

す。通常ｄｅｆｏｃｕｓ補正では、極点図の外周付近の強度低下を補正しますが、この逆補正を行うのが 

Ｒｅｖｅｒｓｅｄｅｆｏｃｕｓソフトウエアです。 

実測ｒａｎｄｏｍ試料からｄｅｆｏｃｕｓ補正ファイルを作成しＲｅｖｅｒｓｅｄｅｆｃｏｕｓを試し

てみます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２．実測ｒａｎｄｏｍ極点図から最適なｄｅｆｏｃｕｓＴＡＢＬＥを作成 

２．１バックグランドを削除したＴＸＴ２ファイルを作成 

 

 

 

通常このＴＸＴ２から直接ｄｅｆｏｃｕｓファイルが作成できるが、より精密なｄｅｆｏｃｕｓＴＡＢＬＥは 

以下の方法で作成します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２．２ Ｔｅｎｃｋｈｏｆｆ曲線にＦｉｔｔｉｎｇした極点図に整形 

 TenckhoffCalcソフトウエアで Fittingを行い、整形する。 

 

  青色が整形後のプロファイル 

 多項式で近似する。 

 

 

  多項式近似されたファイル名 

       多項式次数 

 

  ２θ角度    スリット幅 

 

 同様に｛２００｝、｛２２０｝も処理する。 

 

 

 

 

 

 

 



２．３ 整形済多項式ファイルを纏める。 

 

 

 

 

 

 

 

 



３．テストデータ作成（ａｌｌ－１．０） 

 ＴＸＴ２データ（α、β、Ｉ）のＩデータがすべて１．０データを作成 

  

 をＥｘｃｅｌなどで、Ｉ部分をすべて１．０に書き換える。 

  

  

 出来上がった極点図 

  

 



４．Ａｌｌ－１．０極点図のＲｅｖｅｒｓｅｄｅｆｏｃｕｓ処理 

 

  

  ２．３で作成したｄｅｆｏｃｕｓＴＡＢＬＥ 

 

 

 

 

 



５． 逆ｄｅｆｃｏｕｓされたデータのｄｅｆｏｃｕｓ処理 

 

 

 

 

Ａｌｌ－１．０データをＲｅｖｅｒｓｅｄｅｆｏｃｕｓ処理し、 

更にｄｅｆｏｃｕｓ処理を行えば、元のＡｌｌ－１．０データが復元されます。 

 

Ｒｅｖｅｒｓｅｄｅｆｏｃｕｓソフトウエアには、バックグランド追加や逆吸収補正も付属しています。 


